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平成元年 1月 20日

臨 時 増 刊 号

(関東地区版 )

清水東高等学校同窓会
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お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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ｏ
母
校
校
長
と
し
て
、
本
会

の
開
催
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
西

ヶ
谷
先
生
が
昨
春
ご
勇
退
。

新
た
に
庄
田
武
先
生

（前
県
教
委
総
務
課
長
）

が
着
任
な
さ

っ
た
。
高

い
ご
見
識
と
誠
実
な

お
人
柄
で
、
学
内
外
か
ら
の
信
望
の
厚

い
方

で
あ
る
。
母
校
の
益

々
の
発
展
に
お
力
を

い

た
だ
け
る
こ
と
は
、
喜
ば
し

い
限
り
で
あ
る
。

ｏ
本
年
度

の
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
は
、
宿
敵
清
商

の
全
国
制
覇

の
ニ
ュ
ト
ス
で
あ

っ
た
が
、
母

校
サ

ッ
カ
ー
部
も
県
大
会
決
勝
で
惜
敗
し
た

悔
し
さ
を
糧
と
し
て
、
膳
亀
監
督
以
下

ニ
ュ

ー
ス
タ

ッ
フ
で
猛
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
新

人
戦
で
は
そ
の
成
果
も
あ
ら
わ
れ
、
今
後
に

期
待
し
た

い
。

ｏ
野
球
も
昨
秋
の
選
抜
大
会
予
選
で
は
県
の
ベ

ス
ト
８
に
進
出
、
こ
ち
ら
も
柴
田
監
督
以
下

選
手

の
意
気
も
あ
が
り
、
久

々
に
甲
子
園

ヘ

の
道
を
し

っ
か
り
し
た
も
の
に
し
そ
う
で
あ

フ

●

。

全国高校サヅカー選手権大会

静岡県大会決勝戦

関
東
地
区
同
窓
会

第

二
回
総
会
の

案
内

本
校
卒
業
生
約

一
万
七
千
余

う
ち
、
約

七
千
名
が
関
東
地
区
に
在
住
し

ま
す
が
、

が
、
前
校

努
力
で

一

（金
）
都

催
し
、
同

大
に
行
な

念
願

の
清
水
東
高
関
東
地
区
同

長
西
ヶ
谷
免
志
雄
先
生
他
関
係

昨
年
末
発
足
し
、
昨
年
二
月
十

ホ
テ
ル
東
京
に
て
第

一
回
総
会

窓
生
約
二
百
余
名
の
参
加
を
得

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
別
項
の
要
領
に
て
、
同
会
場
で
第
二

回
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
般

の
祝
辞
依
頼
者
と
し
て
、
昨
年
の
第

一

回
総
会
は
、
恩
師
の
有
原
耕
先
生
の
他
、
経
済

評
論
家
と
し
て
日
本
で
も
五
指
に
数
え
ら
れ
る

竹
内
宏
氏
（
旧
二
十

一
回
生
）、　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

と
し
て
著
名
な
江
国
滋
氏
（新
五
回
生
）、
東
大

の
ロ
シ
ヤ
史
の
教
授
で

マ
ス
コ
ミ
に
も
し
ば
し

ば
登
場
す
る
和
田
春
樹
氏
（新
八
回
生
）
の
四
氏

に
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
第
二
回
総
会
は
、
講

談
師
の
六
代
目
宝
井
馬
琴
師
匠

（新
六
回
生
）、

サ

ッ
カ
ー
界
の
大
御
所

・
杉
山
隆

一
氏

（
ヤ
マ

ハ
発
動
機

。
新
十
三
回
生
）
、
野
球
の
鈴
木
恵

夫
氏

（
日

ハ
ム
コ
ー
チ

・
新
十

一
回
生
）
、
野

球
解
説
者
の
山
下
大
輔
氏

（
元
大
洋
ホ
エ
ー
ル

ズ

。
新
二
十
二
回
生
）
の
他
、
経
済
界
を
代
表

し
て
日
立
精
機

。
社
長
の
手
島
五
郎
氏

（
旧
二

十
回
生
）
の
祝
辞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

総
会
出
席
希
望
者
は
、
申
込
期
日
ま
で
に
、

別
添
の
各
回
期
の
代
表
幹
事
宛
に
申
し
込
ん
で

下
さ

い
り

尚
、
幹
事
の
決

っ
て
い
な

い
回
期
及
び
関
東

地
区
以
外
の
同
窓
生
は
、
母
校
同
窓
会
事
務
局

（岩
崎
忠
能
教
諭
）
宛
と
し
ま
す
。

特
に
、
前
回
の
総
会
に
参
加
で
き
な
か

っ
た

方
は
、
恩
師
や
先
輩

・
後
輩
及
び
同
期
生
と
の

旧
交
を
暖
め
る
良

い
機
会
で
す
。
奮

っ
て
ご
参

加
下
さ

い
。

都ホテル東京・醍醐の間

清水東高等学校

第

二
回

総

会

の

参

加

者
募

集

要
領

期
日
　
平
成
元
年
四
月
二
十

一
日
０

十
八
時

場
所
　
都
ホ
テ
ル
東
京
（
醍
醐
の
間
）

東
京
都
港
区
白
金
台
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会
費

　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

（当
日
徴
収
）

申
込
締
切
日
　
同
年
二
月
二
十

一
日
０

申
込
先
　
別
添
各
回
期
の
幹
事

及
び
母
校
同
窓
会
事
務
局

そ
の
他
　
△
ム
費
は
、他
に
年
会
費
と
し
て
、

当
日
受
付
に
て

一
、
○
○
○
円
申

し
受
け
ま
す
。

尚
、
当
日
参
加
で
き
な

い
方
は
、

第

一
勧
業
銀
行
御
徒
町
支
店
普
通

預
金
Ｎｏ
Ｏ
九

下

一
二
六
九
六
五

一

（清
水
東
高
関
東
地
区
同
窓
会
）宛

所
属
回
期

・
氏
名
を
明
記
の
う
え



清
水
東
高
関
東
地
区
同
窓
会
第

一
回
総
会
は
、

昨
年
二
月
十
九
日

（金
）
東
京

・
白
金
台
の
都

ホ
テ
ル
東
京

・
醍
醐
の
間
で
行
な
わ
れ
た
。

参
加
し
た
同
窓
生
は
三
百
余
名
、
参
加
者
は
、

会
社
の
社
長

・
役
員
、
学
者
等
文
化
人
、
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
か
ら
学
生
ま
で
二
十
二
歳
か
ら
七
十

八
歳
迄
の
職
業
は
多
士
済

々
。
地
域
も
関
東

一

円
か
ら
清
水
市
ま
で
広
範
囲
に
及
ぶ
。

会
場
周
辺
で
は
、
何
十
年
振
り
か
で
恩
師
や

同
級
生
と
の
再
会
を
懐
か
し
み
、
旧
交
を
暖
め

て
い
る
光
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
た
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
田
中
朗
氏
（新
三
回
生
）

が
ビ
ア
ノ
で
奏
で
る
校
歌
を
聴
き
な
が
ら
、
同

窓
生
が
入
場
す
る
と
、
早
速
、
山
本
孝
氏

（新

八
回
生
）
の
司
会
に
よ
り
、
別
項
式
次
第
で
第

一
回
総
会
の
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
た
Ｇ

先
ず
来
賓
と
し
て
、
清
水
東
高
校
前
校
長
西

ヶ
谷
免
志
雄
先
生
、
母
校
同
窓
会
会
長
稲
名
嘉

男
氏
、
関
東
地
区
同
窓
会
発
起
人
代
表

（現
関

東
地
区
同
窓
会
会
長
）
塚
本
博
氏
の
順
で
祝
辞

を
頂
載
し
た
後
、
会
則
（案
）
の
朗
読
と
拍
手
に

よ
る
議
決
、
新
役
員
の
紹
介
に
引
続
き
、
学
校

長
や
恩
師
、
母
校
及
び
関
東
地
区
の
同
窓
会
会

長
に
よ
り
、
関
東
地
区
同
窓
会
発
足
を
記
念
し

て
鏡
開
き
式
が
と
り
行
な
わ
れ
た
。

清

水

東

高

関

東

地

区

同

窓

会

第

一
回

総

会

式

次

社弔

開
会

の
辞

来
賓

祝
辞

清

水

東

高

校

長
　
　
西
ヶ
谷
免
志
雄
氏

清
水
東
高
同
窓
会
会
長
　
　
稲

名

嘉

男
氏

清
水
東
高
関
東
支
部
発
起
人
代
表
　
塚
　
本
　
　
博
氏

会
則

（
案

）
の
朗
読

及

び
議

決

鏡
開

き
式

乾
　
杯

祝
　
辞

日

本

長

期

信

用
銀

行

専
　
務
　
取
　
締
　
役

文
　
　
　
筆
　
　
　
家

東

京

大

学

教

授

恩
師
■
旧
水
東
高
Ｏ
Ｂ
）

校

歌

斉

唱

閉
会

の
辞

宏
氏

滋
氏

春

樹
氏

耕
先
生

旧

一
回
生

の
岩
辺
重
之
助
氏

（故
人
）
の
乾

杯
の
音
頭
の
後
、
祝
宴
に
入

っ
た
が
、
立
食
パ

ー
テ
ィ
の
会
場
に
は
、
約
二
十
種
類
の
豪
華
な

料
理
や
寿
司
、
そ
ば
等
の
屋
台
が
並
ん
だ
。

一
般

の
祝
辞
は
、
恩
師
を
代
表
し
て
有
原
耕

先
生

（
Ｏ
Ｂ
）
の
他
、
前
述
の
経
済
評
論
家
竹

内
宏
氏

（
日
本
長
期
信
用
銀
行
専
務
取
締
役
）、

工

′′
セ
イ
ス
ト
の
江
国
滋
氏

（
文
筆
家
）
、
学

者
の
和
田
春
樹
氏

（東
大
教
授
）
に
お
願

い
し

た
が
、
上
記
三
氏
は
、
新
聞

・
テ
レ
ビ

・
雑
誌

等
に
も
登
場
す
る
全
国
的
な
著
名
人
で
あ
り
、

祝
電
を
頂

い
た
宝
井
馬
琴
氏

（講
談
師
）
、
杉

山
隆

一
氏

（
サ

ッ
カ
ー
）
、
鈴
木
恵
夫

・
山
下

大
輔
の
各
氏

（野
球
）
等
も
含
め
、
今
更
な
が

ら
母
校
Ｏ
Ｂ
の
各
界
で
の
活
躍
振
り
や
層

の
広

さ
に
感
服
す
る
と
同
時
に
、
同
窓
生

の
多
く
は
、

母
校
に
対
し
て
誇
り
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

総
会

の
圧
巻
は
、
母
校
音
楽
部
出
身

の
鈴
木

実
氏

（新
八
回
生
）
の
指
揮
及
び
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手

の
田
中
朗
氏

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
校
歌

斉
唱
で
あ
り
、
老

い
も
若
き
も

一
体
と
な

っ
て
、

校
歌
に
酔

い
し
れ
て
い
る
光
景
は
感
動
的
で
あ

っ
た
ｃ

そ
の
感
動
の
余
韻
が
醒
め
や
ら
ぬ
内
に
、
旧

一
回
生
の
橘
馨
氏
グ
ル
ー
プ
（七
十
八
オ
）
が
飛

び
入
り
で
壇
上
に
立
ち
、
謝
意
の
ス
ピ
ー
チ
を

す
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ

っ
た
が
、
恐
ら
く
Ｏ
・Ｂ

に
と
っ
て
は
、
生
涯
で
も
忘
れ
ら
れ
ぬ
感
動
的

な

一
日
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

事
務
局
長
の
本
内
義

一
氏

（新
八
回
生
）
の

閉
会
の
辞
、
恩
師
の
立
石
淳

一
先
生
の
三
三
七

拍
子
で
、
約
二
時
間
半
の
総
会
は
閉
幕
し
た
が
、

同
窓
生

一
同
は
、
楽
し
い
想
い
出
と
と
も
に
、

来
年
の
総
会
で
の
再
会
を
約
し
て
散
会
し
た
。

Ｔ

肇

邸

／

共
通

一
次
試
験
が
お
わ
り
、
三
年
生
は
入
試

に
向
け
追

い
込
み
中
で
す
。

こ
ん
な
折
り
、
関

東
地
区
同
窓
会
用
の
臨
時
増
刊
号
を
、
や

っ
と

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
第
二
回
総
会

が
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す

こ
と
を
念
願

い
た

し
ま
す
。
編
集
に
あ
た
り
、
木
内
義

一
氏
お
よ

び
鵜
飼
教
論
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
関
東
地
区
同
窓
会
顧
問
岩
辺
重
之
助

氏

（
旧

一
回
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（岩
崎
）

第 1回総会会場・都ホテル東京

有 和 江 竹

原 田 LII内

来賓祝辞 。前校長 西ヶ谷兎志雄先生

鏡開き式 同窓会長・恩師の先生等

一般祝辞 。経済評論家 竹内 宏氏


